
「自己免疫疾患・感染症・悪性疾患における診断、疾患活動性および合
併症に関わるバイオマーカーの検討」へのご協力のお願い 

国立病院機構相模原病院リウマチ科では、我が国におけるリウマチ性疾患診療の基

幹施設として、リウマチ性疾患における原因や機序の解明、新しい診断や治療、合併症

に関する早期発見など、患者さんと臨床へ貢献度の高い臨床研究に取り組んでおりま

す。今回のお願いは、このような研究をすすめていくにあたり、患者様の診療に伴い発

生する血液などの検体を使用させていただき、更なる医学の進歩につながる成果を目

指すことを目的としています。 

我々が実際に測定するバイオマーカーの具体的な例としては、好中球上 CD64分

子、抗 MAC(マック)抗体、抗 MICA抗体などがあります。 

検体・診療情報の利用を拒否することも可能です。 

また、今回の研究のため保存させていただいた検体をもちいて、本研究に関連する新

たな臨床研究を行わせていただく可能性がありますが、その際には、その都度、患者様

にご案内させていただきます。また、その際、ご自身のデータ、検体を追加研究に利用

されることを承諾されない場合でも、診療上、何ら不利な扱いを受けることはありませ

ん。 

研究の計画、研究の方法についてお知りになりたいときには、研究担当医師まで連絡

ください。この研究に参加している他の方の個人情報や、研究の知的財産等に支障が

ない範囲で研究計画書の閲覧や説明をいたします。 

リウマチ科では、皆様にこの研究への協力をお願いするにあたり、同意書へのご署

名をお願いしております。何卒ご協力くださいますよう、宜しくお願い申し上げます。 

2018 年 7 月 

独立行政法人国立病院機構相模原病院 

リウマチ科 部長松井利浩 

 

 



「好中球上 CD64分子定量」測定研究へのご協力のお願い 

近年、感染症の時には血液の好中球という細胞の表面にある CD64 というたんぱく

質の量が増加し、特にリウマチ性疾患において、炎症の悪化が病気そのものの悪化に

よるものか感染症によるものかの区別に役立つ可能性が報告されています。また、一

部の病気でこの CD64が増加し、病気の活動性の指標となる可能性が報告されていま

す。そのため、リウマチ科では感染症の診断、経過観察、疾患活動性の評価などのた

めに、CD64測定に御協力をお願いする場合があります。 

現在までに当科で診療させていただいた、もしくは診療させていただいている患者様

のうち、採血検体の保存、使用にご同意いただいた患者さまが対象ですが、通常の診

療用に採血検査を行っている場合は、この研究のために追加の採血をする必要はあり

ません。この研究は研究費によって行われ、費用負担はありません。検体・診療情報の

利用を拒否することも可能です。 

本研究においては、結果が診療方針の決定に影響を与えることも予想されるため、患

者様の利益を考慮し結果をあなたの主治医にお知らせいたします。測定結果につきま

しては、主治医におたずねください。また、ご協力によって得られた研究の成果は、提供

者やその家族の氏名などが全く明らかにならないようにした上で、学会や学術雑誌、デ

ータベース上等で公に発表されることがあります。 

研究の計画、研究の方法についてお知りになりたいときには、研究担当医師ま 

で連絡ください。この研究に参加している他の方の個人情報や、研究の知的財産等に

支障がない範囲で研究計画書の閲覧や説明をいたします。 

リウマチ科では、皆様にこの研究への協力をお願いするにあたり、同意書へのご署名

をお願いしております。何卒ご協力くださいますよう、宜しくお願い申し上げます。 

平成 30 年 7 月 

独立行政法人国立病院機構相模原病院 

リウマチ科部長 松井利浩 



 

抗MICA抗体測定研究へのご協力のお願い 

関節リウマチに合併する肺の病気はリウマチ関連間質性肺病変（以下 ILD）と言いま

すが、重要な合併症の一つであり、当院リウマチ科では、ILDを診断するために役立つ

指標になるバイオマーカーの研究を行っております。最近、ILDのバイオマーカーとし

て、血液の血清中に存在する抗 MICA抗体という物質が、診断に有用である可能性が

わかってきました。 

今回の研究は、より多くの関節リウマチ患者様の血液で抗 MICA抗体を測定させて

いただき、その有用性について検討するものです。 

現在までに当科で診療させていただいた、もしくは診療させていただいている患者様

のうち、採血検体の保存、使用にご同意いただいた患者さまで、提供された検体を使わ

せていただく予定ですが、検体・診療情報の利用を拒否することも可能です。 

研究の計画、研究の方法についてお知りになりたいときには、研究 

担当医師まで連絡ください。この研究に参加している他の方の個人情報や、研究の知

的財産等に支障がない範囲で研究計画書の閲覧や説明をいたします。 

リウマチ科では、皆様にこの研究への協力をお願いするにあたり、 

同意書へのご署名をお願いしております。何卒ご協力くださいますよう、宜しくお願い申

し上げます。 

平成 30 年 7 月 

独立行政法人国立病院機構相模原病院 

リウマチ科部長 松井利浩 


